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tab.1 得られたデータの一覧
























7 34_地面について [地面-1] 実施者 





































見られることが多いため、活動単位もデザ fig.5 記述法の凡例 





















































































































































































                                                          





































                                                          
xi 後に挙げる記憶との関連で考えると、この2つのパターンは初頭効果と新近効果になぞらえて理解することもできる。 
fig.11 分業と、その後に共有をする例（［IoT］）











































































































                                                          












A. 具体物     ⑦, ⑧, ⑩ 
B. 議論の結論や、ある程度まとめられた知識  ①, ②, ③, ⑪ 
C. 概念、仮説、方法などの抽象的な事項  ④, ⑤, ⑫ 



































































































































































































































                                                          
xv Prezi には描かれているが、fig.7 では省略した。 
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ると、以下のようなものがある。 
 
• 分析した後にアイディアを出すという基本的な流れがある 
• アイディア出しにおいては発散した後に収束するという方法が多くとられる 
• デザインの循環モデルの実行はSDSの3日間では難しい 
• 実施者が教示した後に参加者が実行するという流れがさまざまなスケールで
見られる 
• 時間進行につれて、プロセスは秩序からカオスへと移行する 
• デザインプロセスはテキスト構造のアナロジーによって理解できる 
• デザインプロセスは基本的には包含関係によるツリー分割により理解できる
が、分割の仕方は一意ではない 
• 時間の線状性のため、意味的に対称性のあるトピックも順番に扱うこととな
り、トピック間に非対称性が生じることがある 
• 協働的デザインでは同時関係によるチーム分業が行なわれる 
• 分業はその後に共有の時間を必要とする 
• 分業はチーム間に進捗の差を生みやすい 
• 特にデザインのプロセスの後半では、経時関係と同時関係が入り混じったよ
うな複雑な状況が生まれやすい 
• 活動単位とデザイン要素がつくる二つの構造は附合せず、デザインは曲線的
な進行をすることが多い 
• デザインは概念に始まり具体物に終わることが多い 
• 重要なことがらや、メモやスケッチなどに物質化されたことがらが記憶に残
りやすく、後に参照されやすい 
• デザインプロセスの開始以前から持っている事前知識がデザインの際に用い
られる 
• 特にオーガナイザーの立場でデザインを計画する者にとって、事前準備は重
要である 
 
個々の知見はごく当たり前のように思われるかもしれない。しかし記述され
た各プロセスはこれらの現象がさまざまな仕方で入り混じったものであり、や
はりデザインプロセスというものは複雑性が高い。その上、ワークショップは
多主体の協働の場で、限られた時間はあっという間に過ぎてゆく。そのような
状況に対応するためにも、上述のようなデザインプロセスの基本的性質をよく
理解すること、あるいは身体化しておくことは意味があるのではないだろうか。 
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6.2 記述法の一般化への展望 
繰り返し述べているように、記述法はワークショップを題材に構築するもの
の、デザインプロセス一般に適用できるものにしたいと考えている。 
活動単位とデザイン要素という二つの構造を中心とした記述法は、テキスト
の構造や、人の時間や出来事に関する認知構造とも対応していることから、あ
る程度汎用性があるのではないかと筆者は考えている。記述および閲覧のため
には、Preziというオンラインツールは便利である。また今回はSDS実施後にプ
ロセスを描き起こしたが、デザインプロセスの最中に、振り返りながら記述を
行なうことも可能だろう。さらにこの記述法は、デザインプロセスを計画する
際の思考ツールとしても有効になるかもしれない。 
一方で課題も多い。まず今回の方法では協力者の記述精度・粒度にばらつき
があり、また清書の際には筆者による解釈がかなり反映されている。記述法を
探索的に構築するという本稿の段階では仕方がないことではあるが、今後はよ
り高い精度・粒度で、恣意性を極力排除して記述ができるよう、記述法を精緻化
したり、記述の手順を固めたりする必要があるだろう。 
また今回の記述法は、ワークショップという状況に依存している側面も大き
いと思われる。ワークショップは、デザイン方法の特殊解の一つでしかない。ほ
ぼ初対面の主体間で協働によるデザインが行なわれること、実施者と参加者と
いうわかりやすい非対称性が存在すること、時間が数時間から数日間に限定さ
れていること、成果の多くはプレゼンテーションやプロトタイプに留まり実用
化されないケースがほとんどであること、そのために制約がゆるいこと、定型
化されたデザイン方法が頻繁に用いられることなどが、我々が日常業務として
行なうデザイン活動とはやや異なる、ワークショップの特殊性だと言える。 
このような条件を変更したときに、記述法はどうあるべきなのか。また分析
によってどのような知見が得られるのか。今回得られた記述法をベースに、デ
ザイン活動の本質へと迫る研究を今後も続けられればと考えている。 
 
最後に、貴重なデータを提供してくださった記述協力者の皆様に、この場を
借りて再度御礼申し上げます。 
 
「デザイン学」への問い 
+ 本稿で提案した記述法は、人生や歴史といったプロセスをも記述できるものに
なるだろうか。デザインと人生や歴史との間にある共通性や差異はどのような
ものだろうか 
